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マート治療室（Smart Cyber Operating Theater：
SCOT）を 5大学 12企業と日本医療機器研究開発機構の
支援下で開発した．
　術中MRI装置を含めた基本機器をパッケージ化し，産
業用ミドルウェアORiN により手術室の全機器をネット
ワーク化（OpeLiNK）する．可視化したデータを統合表
示し術中意思決定を支援し，AI（artificial intelligence）
化とロボット化による精密誘導治療を目標としている．
パッケージ化することでリスクを低減し，ネットワーク
化によりデータの時間同期と入出力を行い，各種情報を
統合することで効果向上を目指す．さらに，現実空間と
臨床データベースを参照できるサイバー空間を IoT
（InternetofThings）によって結ぶことで，治療結果を
予測できるナビゲーションが現実となり，将来はAI 予
測を可能とする．基本版BasicSCOTを広島大学に，20
機器を接続した Standard SCOTを信州大学に，高機能
版HyperSCOTを本学に導入し，3タイプで計 100例以
上の手術を施行した．ロボット手術台やロボット顕微鏡，
手台ロボットのプロトタイプを開発しており，将来国産
手術ロボットや集束超音波治療用ロボットが活躍できる
手術室にしたい．
2．泌尿器科領域におけるロボット手術の現状
（東京女子医科大学泌尿器科） 高木敏男
　ロボット支援手術は腹腔鏡手術の延長である．腹腔鏡
手術の開腹手術を超える点として，体の深部に存在する
臓器に対する良好な視野の提供と，低侵襲性にある．ロ
ボット支援手術はカメラと 3本の操作アーム，つまり 4
本の手を一人の術者が操作することができ，ある程度術
者の“思う通り”の手術ができる．さらに，それぞれの
アームの操作性が良好であり，切除や縫合を伴う手術に
正確性を担保している．このような点が，通常の腹腔鏡
手術より優っている点である．ロボット支援手術として
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